
 

 

 

 

 

【 東温市 白猪の滝（しらいのたき） 】

皿ヶ嶺連峰県立自然公園の山中深くに白猪の滝はあります。夏目漱石や正岡子規といった愛媛を

代表する俳人にも親しまれ、この滝を詠んだ句も残されています。四季折々で異なる表情を見せる

白猪の滝は四国八十八景にも選ばれており、冬季には厳しい寒さの中で作られた氷柱が幾本も連な

り、氷瀑 ひょうばく となって訪れた者を圧倒させます。

令 和 年 月 日 えひめの浄化そう 第 号
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令和６年 月１日（火）に、東京都新宿区のホテルグランドヒル市ヶ谷に於いて、第 回全国浄

化槽大会が開催され、全国から多くの関係者が出席する中、浄化槽適正整備推進決議の採択や功労者

の表彰が行われました。愛媛県からは多年にわたり浄化槽関係事業に携わり生活環境の保全及び公

衆衛生の向上に寄与した功績が認められ、環境大臣表彰を喜井 孝一 氏（理事：四国中央支部）が

受賞されました。これまでのご功績をたたえ、今後ますますのご健勝、ご活躍を祈念申し上げます。

令和７年２月 日（木）県庁本館正庁にて、令和６年度愛媛県政発足記念日知事表彰式が行わ

れ、当協会から、天野 征郎 氏（元副会長：新居浜支部）が受賞されました。

これまでのご功績を讃えますとともに、今後ますますのご健勝、ご活躍をお祈り申し上げます。

表彰状喜井 孝一 氏

（理事：四国中央支部）

環境大臣表彰

天野 征郎 氏

（元副会長：新居浜支部）

愛媛県政発足記念日知事表彰

表彰状

表 彰 の 栄 誉

令和 年 月 日 表彰の栄誉
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法定検査の手数料につきましては、平成 年の改定から、約 年間、現行の手数料を維持するよ

う努力して参りましたが、近年の大幅な物価上昇の影響など、企業努力だけでは今後の継続した事業

運営が極めて困難な状況となりましたことから、やむを得ず見直す運びとなりました。

手数料の見直しにつきましては、愛媛県知事より承認を受け、令和７年１月 日付けで愛媛県報に

て告示されたことから、令和７年４月１日から下表のとおり新たな手数料に改定させて頂きます。

このたびの手数料改定につきましては、関係者の皆さまにご負担をお掛けしますが、何卒ご理解を

賜りますようお願い申し上げます。

記

人 槽

７条検査手数料 円 条検査手数料 円

現 行
令和７年４月１日

以降の新手数料
現 行

令和７年４月１日

以降の新手数料

～

～

～

～

～

～

～

新手数料の適応日

７条検査手数料・・・令和７年４月１日以降に各支部において受付した浄化槽設置計画書・届出書

添付された法定検査依頼書 分より新手数料となります。

条検査手数料・・・令和７年４月１日の検査実施分より新手数料となります。

令和 年 月 日 各種情報コーナー

浄化槽法定検査手数料の改定について
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愛媛県報の一部抜粋（告示第 号）

令和 年 月 日 各種情報コーナー
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１．浄化槽整備推進のための国庫助成（循環型社会形成推進交付金）

➣汚水処理人口普及率は令和５年度末で ％となったところであるが、依然として地方を中心

に約 万人の国民が単独処理浄化槽やくみ取り槽を利用し、生活排水が未処理となっている

状況。人口５万人未満の市町村における汚水処理人口普及率は ％にとどまっており、これ

らの地域は人口密度が比較的低いと考えられることから、合併処理浄化槽への転換整備を通じ

て汚水処理未普及の状態を早期に解消し、水環境の保全を推進していくことが重要。

➢令和７年度予算 案 においては、生活環境等に重大な支障が生じるおそれのある「特定既存単

独処理浄化槽」の転換に向けて、対象となる高齢世帯における経済的負担の軽減に向けた財政

支援を強化。あわせて、適正な維持管理を徹底するため、浄化槽台帳の整備や少人数高齢世帯

の維持管理費を支援。

➣また、防災・減災、国土強靭化の観点から、老朽化した合併処理浄化槽の更新を助成対象に追

加するとともに、 浄化槽の被災状況の迅速な把握と早期復旧を図る台帳システム整備等に対

する支援を拡充。あわせて、引き続き令和６年能登半島地震で被災した個人設置型浄化槽の災

害復旧に対する支援を行う。

○循環型社会形成推進交付金（浄化槽分）

市町村の自主性と創意工夫を活かし、健全な水環境や国土強靭化等に資する浄化槽整備を支援。

予算事項
令和６年度

予算額

令和６年度

補正予算額

令和７年度

当初予算額 案
対前年度比

循環型社会形成

推進交付金

（浄化槽分）

（ 億円）

億円
５億円

（ 億円）

億円

（ ％）

％

※上段（ ）は、内閣府〔沖縄〕、国土交通省〔北海道、離島〕計上分を含めた額

※予算額には、廃棄物処理施設整備交付金を含む

令和 年 月 日 各種情報コーナー

浄化槽整備推進関係予算 令和７年度当初予算 案 の概要
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２．浄化槽整備推進のための国庫助成（二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金）

➢現状、家庭用の小型浄化槽については、高効率ブロワ等の開発が進んだことで省エネ化が推進

されており、全出荷基数中の約９割が先進的省エネ型浄化槽となっている。一方で、集合住宅、

医療施設等に設置されている中大型浄化槽については省エネ化が遅れており、中大型浄化槽の

全出荷基数中のうち先進的省エネ型浄化槽の占める割合は約２割にとどまっている。

➢こうした状況を踏まえ、令和３年 月に閣議決定した地球温暖化対策計画において、先進的

な省エネ型浄化槽の導入促進について明記するとともに、令和４年度予算において、浄化槽分

野における一層の省エネ対策の促進や再生可能エネルギーの導入の推進に向けた補助事業を

新規計上したところ。

➢令和７年度概算要求においても、引き続き下記の事業を要求し、浄化槽分野の脱炭素化対策を

推進。

○浄化槽システムの脱炭素化推進事業 Ｒ７予算額 案 億円（Ｒ６予算額 億円）

年カーボンニュートラル及び 年度 ％削減目標の達成に向けて、エネルギー効率の

低い既設の中大型浄化槽について、最新型の高効率機器（高効率ブロワ等）への改修、先進的

省エネ型浄化槽への交換、再生可能エネルギーを活用した浄化槽システムの導入を支援するこ

とにより、浄化槽分野における脱炭素化を推進。

○地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する公共施設への自立・分散型エネルギー設備等導入

推進事業 Ｒ７予算額 案 億円の内数（Ｒ６予算額 億円の内数）

災害へのレジリエンス強化のため公共施設等への再生可能エネルギー設備及び省エネ型浄化

槽の導入を支援（省 型設備として補助）することにより、平時の脱炭素化や防災対策（災

害時のエネルギー供給等の機能発揮）とあわせて浄化槽分野における脱炭素化を推進。

※環境省「浄化槽整備推進関係令和７年度当初予算 案 」概要資料より抜粋

令和 年 月 日 各種情報コーナー
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※環境省「浄化槽整備推進関係令和７年度当初予算 案 」概要資料より抜粋

※環境省「浄化槽整備推進関係令和 年度当初予算 案 」概要資料より抜粋

令和 年 月 日 各種情報コーナー

※環境省「浄化槽整備推進関係令和７年度当初予算 案 」概要資料より抜粋
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※環境省「浄化槽整備推進関係令和７年度当初予算 案 」概要資料より抜粋

令和 年 月 日 各種情報コーナー

※環境省「浄化槽整備推進関係令和７年度当初予算 案 」概要資料より抜粋
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都道府県名
汚水処理人口

普及率

順 位 総人口

千人

汚水処理

人口 計

千人

下水道

千人

農業集落

排水施設等

千人

合併処理

浄化槽

千人

コミュニティ

・プラント

千人

うち
公共浄化槽等
整備推進
事業等分
千人

うち
浄化槽設置

整備事業分
千人

うち
左記以外分

千人

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

全国計

令和 年 月 日 各種情報コーナー

都道府県別汚水処理人口普及状況
令和５年度末
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市町名
住民基本台

帳登録人口
下水道

農業集落

排水処理

施設

漁業集落

排水処理

施設

簡易排水

処理施設

コミュニティ

・プラント

合併処理

浄化槽

汚水処理

人口合計

汚水処理

人口普及率

％

松山市 ％

今治市 ％

宇和島市 ％

八幡浜市 ％

新居浜市 ％

西条市 ％

大洲市 ％

伊予市 ％

四国中央市 ％

西予市 ％

東温市 ％

上島町 ％

久万高原町 ％

松前町 ％

砥部町 ％

内子町 ％

伊方町 ％

松野町 ％

鬼北町 ％

愛南町 ％

合計 ％

令和 年 月 日 各種情報コーナー

愛媛県汚水処理人口普及状況

上
島
町

東
温
市
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山
市

八
幡
浜
市

今
治
市

四
国
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市
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居
浜
市

県
計

伊
予
市

砥
部
町

西
条
市

久
万
高
原
町

内
子
町

西
予
市

松
前
町

鬼
北
町

伊
方
町

宇
和
島
市

大
洲
市

松
野
町

愛
南
町

汚
水

処
理
人
口
普

及
率

％

人
口

千
人

市町別汚水処理人口及び汚水処理人口普及率 令和５年度末

汚水処理人口

未整備人口

汚水人口普及率

令和５年度末
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製造企業名 浄化槽の名称
型式認定

番号

認定

年月日

登録

番号

登録

年月日

登録

有効期限
備考

フジクリーン工業㈱ フジクリーン

（窒素除去型） ＣＥＮ型 ～ 更新

（窒素除去型） ＣＡ型 ～

（窒素除去型） ＣＥＮｅｃｏ型 ～

（窒素・リン除去型） ＣＲＸⅡ型 ～

（窒素除去型） ＣＥＮＤ型

（窒素除去型） ＣＥＮＤｅｃｏ型

㈱ハウステック

（窒素除去型） ＫＢＲ１型 ～

（窒素除去型） ＫＧＲＮ型 ～

（窒素除去型） ＫＲＳ－Ａ・Ｂ型 ～

㈱西原ネオ ネオ浄化そう

（窒素除去型） ＭＣＢ２α型 ～

（窒素除去型） ＣＮＺⅡ型 ～

（窒素除去型） ＮＣＥ型 ～ 新規

アムズ㈱ アムズ

ＣＸＰ型 ～

（窒素除去型） ＣＸＦ型 ～

（窒素除去型） ＣＸＮ２型 ～

（窒素除去型） ＡＸＺⅡ型 ～

㈱ダイキアクシス ダイキ浄化槽

（窒素除去型） ＸＣ型 ～

（窒素除去型） ＸＣ－Ｎ型

（窒素・リン除去型） ＸＦ型 ～

（窒素除去型） ＸＨ型
～

（窒素除去型） ＸＪ型 新規

積水ホームテクノ㈱
セキスイ小型

合併処理浄化槽

（窒素除去型） ＳＧＣＮ型 ～

（窒素除去型） ＳＧＪ－Ａ・Ｂ型 ～

大栄産業㈱

（窒素除去型）
ＦＤＲ型

（窒素除去型） ～

（窒素・リン除去型） ＦＤＰ型 ～

（窒素除去型） ＦＣＨ型
～

（窒素除去型） ＦＣＨⅡ型 新規

㈱クボタ

（窒素除去型） ＫＪ型 ～

（窒素除去型） ＫＸＦ型 ～

（窒素除去型） ＫＺⅡ型 ～

ＨＳⅡ型 ～

ニッコー㈱
ニッコー

小規模浄化槽

（窒素除去型） 浄化王型 ～

（窒素除去型） 浄化王χ型 ～

（窒素除去型） 浄化王ＮＥＸＴ型 ～

（窒素除去型） 水創り王型 ～

令和 年 月 日 各種情報コーナー

全国浄化槽推進市町村協議会 全浄協 登録浄化槽一覧表

令和 年 月 日現在（順不同）
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令和６年 月 日（金）に、高松国際ホテルで開催

された、全浄連四国地区協議会主催の「第１回浄化槽四

国合同セミナー」に参加しました。

環境省 環境再生・資源循環局廃棄物適正処理推進課

浄化槽推進室長の沼田 正樹氏が講演１「浄化槽行政の

現状と課題」と題して講演を行い。講演２では、公益財

団法人鹿児島県環境保全協会事務局長の木佐貫 隆氏

が「特定既存単独処理浄化槽の転換に向けた鹿児島県の

取組みについて」と題し講演を行いました。

令和６年 月５日（火）・６日（水）に、松山市総合コ

ミュニティセンターに於いて、「愛媛県浄化槽管理士研修

（第 回、第 回）」を開催し、２日間で 名が受講

しました。研修内容は、県循環型社会推進課の和氣 誠

氏が「浄化槽に関する施策展開と普及状況について」と

題して講義を行い、その後、当協会の濵田検査部長が「浄

化槽法定検査について」と題して講義を行いました。午

後からは、（公財）日本環境整備教育センターの山下 雅

大氏が「浄化槽行政の動向」、「浄化槽の構造と機能」及び

「浄化槽の保守点検と清掃」について講義を行いました。

令和７年２月 日（金）に、松山市総合コミュニティ

センターに於いて、「令和６年度浄化槽技術研修会」を開

催し、行政関係者及び協会会員から約 名が参加しま

した。

近年、気候変動による自然災害のリスクが増大し災害が

多発するとともに激甚化している。このことから、災害

時における浄化槽への実施すべき対策等について、（公

財）日本環境整備教育センターの山下 雅大氏をお招き

し「災害時における浄化槽被害対策と浄化槽の管理技術」

と題して講演を頂きました。

第１回合同セミナーの様子

令和６年度浄化槽技術研修会を開催

愛媛県浄化槽管理士研修を開催

第１回浄化槽四国合同セミナーに参加

令和 年 月 日 行事等実績

（公財）日本環境整備教育センター

山下 雅大 氏

県循環型社会推進課

和氣 誠 氏
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平成 年度より県内の小学４年生～６年生・中学生を対象にスタートした環境学習では、水の循環・

浄化槽の仕組みに関する講座をはじめ、実際に水の汚れを測ったり、水中微生物を観察したりするこ

とで、身近な水環境の現状や汚れた水を浄化する技術を学習するのが目的です。

体験型実習である「ろ過タワー」では、ろ過に使用する「ろ材」の置く順番を各グループで選び、生

徒の背丈程の高さがあるタワーに皆が精いっぱい手を伸ばして水を注ぎ、泥水が浄化されていく過程

を観察しました。水中微生物観察でも、目を輝かせながら顕微鏡を覗き、新たな微生物を発見する度

にグループの垣根を越えて、どの微生物を見つけたのか冊子と顕微鏡を交互に見比べていました。

全ての環境学習において、次世代を担う子どもたちに「人」と「水」は日常生活を送るうえで密接な

関係にあることを理解してもらい、水資源の重要性を学んでもらう大変有意義な時間となりました。

来年度も引き続き、県内の学校やイベント会場にて環境学習活動を実施していきます。

令和６年度 環境学習実績（令和６年９月～令和７年３月迄）

授業実施日 学校・イベント名 対象児童 人数

令和６年 ９月 日 火 大洲市立久米小学校 ５年生 ２１名

令和６年 ９月 日 金 愛南町立城辺小学校 ５年生 ３５名

令和６年 月 ２日 水 伊予市立翠小学校 ５、６年生 ７名

令和６年 月 ８日 火 愛南町立一本松中学校 １年生 １９名

令和６年 月 ９日 水 愛南町立平城小学校 ５年生 ４２名

令和６年 月 日 火 愛南町立船越小学校 ２～６年生 ８名

令和６年 月 日 水 愛南町立家串小学校 ５、６年生 ６名

令和６年 月 日 水 伊方町立大久小学校 ３、４年生 ９名

令和６年 月 日 木 愛南町立一本松小学校 ５年生 １８名

令和６年 月 日 金 松前町立北公民館 １、２年生 ３０名

令和７年 ２月 日 月 大洲市立新谷小学校 ５年生 ３２名

令和７年 ２月 日 水 内子町環境子ども会議 ４年生 １３名

令和 年 月 日 行事等実績

伊予市イベントの様子（水の循環に関する講義） 大久小学校の様子（ろ過タワーによる実験）

環境学習を実施
～令和６年度は小中学校 校 回開催 と５イベントを実施～
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（前号より続く）

令和６年

９月 日 環境学習

（於 大洲市立久米小学校）

９月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 内子高等学校）

９月 日 令和 年度浄化槽法指定検査機関四国地区

協議会検査員研修会１日目

（於 クラウンプラザホテル松山）

９月 日 令和 年度浄化槽法指定検査機関四国地区

協議会検査員研修会２日目

（於 ㈱ダイキアクシス松山工場）

９月 日 総裁候補者所見発表演説会

（於 愛媛県県民文化会館）

〃 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 内子高等学校）

９月 日 第 回検査対策委員会

（於 別館大会議室）

〃 令和６年度管理部会長会

（於 別館大会議室）

９月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 川之江高等学校）

９月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 松山市立北条小学校）

９月 日 環境学習

（於 愛南町立城辺小学校）

〃 気候コミュニケーションプログラム

（於 新居浜南高等学校）

月１日 第 回全国浄化槽大会

（於 ホテルグランドヒル市ヶ谷）

月２日 環境学習

（於 伊予市立翠小学校）

月３日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 内子町立大瀬小学校）

〃 西予支部実施研修会

（於 駅前複合施設ゆるりあん）

月５日 愛媛の３Ｒフェア

～６日 （於 エミフル ）

月８日 環境学習

（於 愛南町立一本松中学校）

月８日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 松野町立松野中学校）

月９日 八幡浜支部浄化槽普及啓発活動

伊方町要請活動）

（於 伊方町役場

〃 環境学習

（於 愛南町立平城小学校

〃 環境講座

「 カードゲーム」

於 今治市立富田小学校

月 日 松山市浄化槽維持管理推進連絡協議会

第 回ワーキング

於 別館大会議室

月 日 環境講座

「 カードゲーム」

於 松山市立北条北中学校

月 日 宇和島支部浄化槽普及啓発活動

「でちこんか」

於 鬼北町役場裏河川敷

月 日 第１回浄化槽四国合同セミナー

於 高松国際ホテル

月 日 大洲喜多支部浄化槽普及啓発活動

「肱川クリーンフェスタ」

於 肱川緑地公園

月 日 環境学習

（於 愛南町立船越小学校

〃 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 松山市立中島中学校

月 日 環境学習

（於 愛南町立家串小学校

月 日 松山支部浄化槽普及啓発活動

（松前町要請活動）

（於 松前町役場

〃 〃 久万高原町要請活動

（於 久万高原町役場

月 日 「えひめ暮らしと住まいフェア」

～ 日 （於 アイテムえひめ

月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 新居浜市立神郷小学校

協会会議及び行事録

令和 年 月 日 行事等実績
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月 日 松山支部浄化槽普及啓発活動

伊予市要請活動）

（於 伊予市役所

月 日 松山支部浄化槽普及啓発活動

（砥部町要請活動） （於 砥部町役場

〃 〃 松山市要請活動）

（於 松山市役所

〃 〃 東温市要請活動）

（於 東温市役所

月 日 環境学習

（於 伊方町立大久小学校

〃 令和 年度 第 回全国浄化槽技術研究集会

（於 長崎県出島メッセ

月 日 環境学習

（於 愛南町立一本松小学校

〃 第４回指導委員会

（於 博多 華味鳥 華乃海

月５日 辞令交付式

（於 会長室

〃 第 回愛媛県浄化槽管理士研修

於 松山市総合コミュニティセンター

〃 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（オンライン

月６日 第 回愛媛県浄化槽管理士研修

（於 松山市総合コミュニティセンター

月９日 浄化槽法指定検査機関四国地区協議会親睦

ソフトボール大会

（於 坂出市林田グラウンド

月 日 石手川ダム上流域の河川等清掃

（松山支部）

（於 石手川ダム

〃 八幡浜支部浄化槽普及啓発活動

「第 回やわたはま産業まつり」

（於 八幡浜みなっと緑地公園

月 日 今治支部浄化槽普及啓発活動

（今治市要請活動）

（於 今治市役所

月 日 松山支部実施研修会

（於 松山市総合コミュニティセンター

月 日 キッズジョブまつやま

（於 松山市総合コミュニティセンター

〃 四国中央支部浄化槽普及啓発活動

第 回四国中央市産業祭

（於 伊予三島運動公園市民体育館

月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 松山市立垣生中学校

〃 八幡浜支部浄化槽普及啓発活動

（八幡浜市要請活動）

（於 八幡浜市役所

〃 西予支部浄化槽普及啓発活動

（西予市要請活動）

（於 西予市役所

月 日 脱炭素セミナー

（於 ジョープラ

月 日 松山支部浄化槽普及啓発活動

（第 回浄化槽実態調査）

（於 松山市吉藤４丁目

月 日 大洲喜多支部浄化槽普及啓発活動

（大洲市要請活動

（於 大洲市役所

〃 九州地区浄化槽法指定検査機関協議会

検査員研修会

（於 ガーデンシティネストホテル熊本

〃 今治支部実施研修会

（於 今治総合福祉センター

月 日 第 回業務委員会

〃 第 回総務企画委員会

（於 別館大会議室

月 日 法定検査指摘事項未改善浄化槽の行政報告

（於 松山市役所

〃 一社 愛媛県設備設計事務所協会設立記念

講演会

（於 クラウンプラザホテル松山

月 日 八幡浜支部実施研修会

（於 八幡浜地区施設事務組合「一楽園」

〃 浄化槽推進議員連盟総会

（於 ホテルニューオータニ

〃 浄化槽整備推進議員懇話会総会

（於 参議院議員会館

月２日 辞令交付式

（於 会長室

月４日 第 回愛媛県地方保証制度審査委員会

〃 第 回検査事業委員会

〃 第 回理事会

（於 愛媛県県民文化会館別館会議室

月８日 松前町子ども環境学園

（於 松前総合文化センター

月９日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 県立宇和高等学校

令和 年 月 日 行事等実績
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月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 今治市立大島中学校

月 日 脱炭素普及啓発コンテンツ創出に向けた

～ 日 現地研修

（於 高知県

月 日 環境学習

（於 松前町立北公民館

月 日 水質環境保全に係るボランティア清掃

（於 宮前川

月 日 宇和島支部実施研修会

（於 きさいや広場

月 日 検査員会、第２回相談員会、

第２回総務部職員会、第２回職員全体会

（於 別館大会議室

〃 第１回常任理事会

（於 レストラン北斗駅前店

令和７年

１月６日 辞令交付式・仕事始め式

（於 別館大会議室

〃 令和７年松山市年賀交歓会

（於 松山市総合コミュニティセンター

〃 年愛媛県年賀交歓会

（於 愛媛県県民文化会館 真珠の間

１月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 県立川之江高等学校

１月 日 新居浜支部浄化槽普及啓発活動

（新居浜市要請活動）

於 新居浜市役所

１月 日 デコ活地域交流会

第２回中四国ブロック会議

於 岡山市セントラルフォレスト

１月 日 宇和島支部浄化槽普及啓発活動

（宇和島市要請活動）

（於 宇和島市役所

〃 大洲喜多支部浄化槽普及啓発活動

（内子町要請活動）

（於 内子町役場

１月 日 環境講座 「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 八幡浜市立双岩小学校

１月 日 宇和島支部浄化槽普及啓発活動

松野町要請活動）

（於 松野町役場

〃 〃（鬼北町要請活動）

（於 鬼北町役場

１月 日 宇和島支部浄化槽普及啓発活動

愛南町要請活動）

（於 愛南町役場

１月 日 浄化槽トップセミナー香川

於 ホテルクレメント高松

２月３日 第 回気候変動適応中国四国広域協議会

オンライン

２月４日 松山市浄化槽推進連絡協議会

第２回ワーキング

（於 別館大会議室

〃 西条支部実施研修会

（於 西条商工会議所東予支所会館

２月５日 四国地域エネルギー・温暖化対策推進会議

於 サンポート高松

２月７日 第２回愛媛県気候変動適応協議会

於 水産会館

２月８日 えひめ愛顔のデカボ商店街 デカボイベント

於 大街道

２月 日 環境学習

（於 大洲市立新谷小学校

２月 日 令和 年度「内子町環境子ども会議」

於 内子町共生館

〃 西条支部浄化槽普及啓発活動

西条市要請活動）

（於 西条市役所

２月 日 環境講座「マイ ｓ・デカボえひめ」

（於 四国中央市立南小学校

２月 日 新居浜支部実施研修

（於 新居浜ウイメンズプラザ

２月 日 令和６年度愛媛県政発足記念日知事表彰式

於 県庁本館正庁

〃 四国中央支部浄化槽普及啓発活動

四国中央市要請活動

於 四国中央市役所

２月 日 令和６年度愛媛県水道事業功労者表彰式

於 クラウンプラザホテル松山

２月 日 全浄連会員団体事務局長等会議

～ 日

於 ホテルグランドヒル市ヶ谷

２月 日 第１回会長・業務執行理事会

（於 別館大会議室

２月 日 令和６年度浄化槽技術研修会

於 松山市総合コミュニティセンター

令和 年 月 日 行事等実績
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令和６年 月 日（水）・ 日（木）に、（公

財）日本環境整備教育センターが主催する「第

回全国浄化槽技術研究集会」が長崎市の出島メッ

セ長崎で開催されました。

この研究集会は、浄化槽に関する技術の向上と

適正な普及促進を図ることを目的に、昭和 年よ

り「浄化槽の日（ 月１日）」の関連行事として毎

年開催されています。

今年は２日間で全国から 名以上が参加し、

はじめに（公財）日本環境整備教育センターの由

田 秀人理事長が開会の挨拶を述べたあと、北海道大学大学院公共政策学研究センターの遠藤 誠作

氏による特別講演「浄化槽の明るい未来が市町村の現場から見えてくる」と題して講演が行われまし

た。その後の研究発表では、２つの会場において 題の研究発表が行われました。２日目は「浄化槽

国際展開をさらに推進するために必要なこと」と題してパネルディスカッションが行われ、その後「浄

化槽行政担当者研究会・浄化槽検査員研究会 合同 」では７題の発表が行われました。

■プログラム

１ Ⅰ 式 典

１．主催者挨拶

２．来賓挨拶

３．浄化槽関係事業功労者 環境再生・資源循環局長表彰贈呈

４．浄化槽調査研究賞贈呈

５．公益財団法人日本環境整備教育センター理事長感謝状贈呈

１ Ⅱ 特別講演

「浄化槽の明るい未来が市町村の現場から見えてくる」

～人口動向に適応した整備・維持運営体制の再構築～

北海道大学大学院公共政策学研究センター 研究員 遠藤 誠作 氏

１ Ⅲ 次回開催地挨拶

公益社団法人茨城県水質保全協会 理事長 成田 浩明 氏

１ Ⅳ 閉 会

１ Ⅴ 研究発表

Ａ会場 Ｂ会場

研究発表１（４題） 研究発表３（５題）

研究発表２（４題）

第 回全国浄化槽技術研究集会 長崎県 に参加

会場の様子

令和 年 月 日 検査だより
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初めて全国浄化槽技術研究集会に参加して思ったことは、マイクロプラ

スチック片による河川の汚染についてや、自宅に浄化槽処理水を用いて簡

易ＢＧＦ水路を自作し野菜果物の生産・安全性についてといったとてもレ

ベルの高く、また自分たちではなかなかできない調査研究を実施している

ことにとても驚きました。また、プライベートでも行ったことのなかった

長崎県ということもあり、名物のちゃんぽんが愛媛で食べるよりとてもお

いしかったことや、海外との交流の歴史・文化遺産に少しですが触れられ

たことに感銘を受けました。

今回、全国浄化槽技術研究集会に初めて参加させていただきました。浄

化槽の現状と今後の展望について理解する良い機会になりました。研究発

表には身近に感じることからこれまで意識したことのなかったことまで

様々な題材があり、多様な視点が見られて勉強になりました。また、災害

の被害と今後の備えについての研究では地震や水害における浄化槽への被

害とその復旧について述べられており、南海トラフ地震への防災意識を高

める良い機会になりました。一方、馴染みのない機器や数式、用語等が出

てくる研究もあり、理解が難しく感じる場面もありました。

令和６年 月 日、 日に長崎県長崎市で開催された全国浄化槽技術

研究集会に参加させていただきました。私は今回が初参加という事で、研

究発表、意見交換、事例発表等を楽しみにしていました。 日目は式典が行

われ、その後、北海道大学院研究員の遠藤氏より「浄化槽の明るい未来が

市町村の現場から見えてくる」と題して講演がありました。人口減少が進

む日本の現状を踏まえた上での浄化槽設置、維持、廃止に伴う将来像を取

り上げており、非常に興味深い内容でした。研究発表ではＢ会場で５つの

発表を聞きました。どの議題も素晴らしい内容でしたが特に興味を持った

発表としまして、秋田県立大学名誉教授の尾﨑氏による「処理水を用いた

野菜や果物の生産と安全性の検討」です。ＢＧＦ水路の開発に驚かされましたが、病害虫の発生

もなく、農薬の無使用で家庭菜園として利用できる事に特に興味が持てました。この２日間を通

して他県との交流も深まり、浄化槽についてより一層興味を持つことが出来ました。また機会が

あれば参加したいと思える経験でした。この経験を生かし今後の業務に取り組んでいきたいと思

います。

主 任：白石 惠甫

検査員：大田 真稔

検査員：横田 洋一

令和 年 月 日 検査だより

初めて全国浄化槽技術研究集会に参加した職員の感想
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令和６年９月 日（木）・ 日（金）に、浄化槽法指定検査機関四国地区協議会が主催する「令

和６年度四国地区協議会検査員研修会」が松山市のＡＮＡクラウンプラザホテル松山に於いて開催さ

れました。

本研修は、検査員の技術の向上や情報共有を目的とし、四国地区と九州地区の指定検査機関から

名の参加があり、「研究発表」と「工場見学」が行われました。初日に開催された研究発表では、当協

会の角田 有検査員が「ボウフラの混入がＢＯＤへ与える影響について」と題して発表し、見事優秀

賞を頂き、 月 日に開催された「九州地区浄化槽検査員研修会」でも発表いたしました。その後、

全国浄化槽推進市町村協議会の久川 和彦氏による「特定既存単独浄化槽について」と題して講演が

行われました。２日目は愛媛県の浄化槽メーカーである、株式会社ダイキアクシス松山工場にて工場

見学を行いました。

行 事 内 容 等

■第１日目

全体研修

研究発表

「検査数と検査収益確保に向けた取り組みについて」

公益社団法人徳島県環境技術センター 鉄野 隆義 氏

「法定検査受検率向上への取り組みについて」

公益社団法人香川県浄化槽協会 川添 直樹 氏 吉村 高志 氏

「ボウフラの混入がＢＯＤへ与える影響について」

公益社団法人愛媛県浄化槽協会 角田 有 氏

「一般家庭における浄化槽放流水の大腸菌群数について」

一般財団法人高知県環境検査センター 山本 兼大 氏

講 演
「特定既存単独浄化槽について」

全国浄化槽推進市町村協議会 事務局長 久川 和彦 氏

■第２日目

工場見学
株式会社ダイキアクシス松山工場にて工場見学

浄化槽法指定検査機関四国地区協議会検査員研修会を開催

全国浄化槽推進市町村協議会

事務局長 久川 和彦 氏

株式会社ダイキアクシス松山工場にて

令和 年 月 日 検査だより
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令和６年 月 日（金）に、浄化槽法指定検査機関九州地区協議会が主催する「令和６年度九州

地区浄化槽検査員研修会」が熊本市のネストホテル熊本で開催されました。

本研修は、九州地区の指定検査機関との技術の向上や情報共有を目的としており、九州地区と四国

地区から 名の参加があり、「研究発表」と「分科会」が行われました。研究発表では、６題の発表

が行われ、四国地区を代表して当協会の角田 有検査員が「ボウフラの混入がＢＯＤへ与える影響に

ついて」と題して発表しました。分科会では「検査部会」、「水質分析部会」、「関連事務部会」の３つの

会場に分かれ、各テーマに沿って意見や情報交換がされました。

行 事 内 容 等

全体研修

研究発表

「ボウフラの混入がＢＯＤへ与える影響について」

公益社団法人愛媛県浄化槽協会 角田 有 氏

「浄化槽の処理水質改善のための情報共有プロセスに関する一提案」

一般財団法人福岡県浄化槽協会 渡邊 総一郎 氏

「小型合併浄化槽清掃後における浄化機能の立ち上がりの検証について」

一般財団法人長崎県浄化槽協会 柳原 健 氏

「令和５年度の検査業務内部規定等の取組について」

公益財団法人大分県環境管理協会 日野 広 氏

「水質悪化浄化槽の原因究明フローについて」

公益財団法人鹿児島県環境保全協会 坂下 賢太朗 氏

「熊本県の災害と浄化槽被害と今後の備えについて」

公益社団法人熊本県浄化槽協会 塩見 宜久 氏

分科会

「検査部会」

・検査員の技術向上に関すること、検査結果等について

「水質分析部会」

・ＢＯＤに関すること、水質検査業務の生産性等について

「関連事務部会」

・事務職員の体制に関すること、経費削減等について

九州地区浄化槽検査員研修会 宮崎県 に参加

研修会の様子 発表する角田検査員

令和 年 月 日 検査だより
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令和６年７月 日 火 〈東予地区〉、令和６年７月５日 金 〈中予地区〉、令和６年７月３日 水

〈南予地区〉に「第 回 浄化槽業務推進連絡会」を開催しました。

本連絡会は、県下 市町の浄化槽担当職員及び協会役職員が「浄化槽設置整備事業」及び「公共浄

化槽等整備推進事業」に基づく浄化槽の適正な施工・維持管理及び円滑な法定検査の推進を図る等、

効率的な業務運営を行うことを目的として情報・意見交換等を行うものであり、平成４年度に設置さ

れ、以後、毎年開催しています。今年度は各市町から 名のご出席をいただき、各議題について協議

を行いました。

地 区 開催日時・場所 出席者数

東 予

令和６年７月 日 火 ～

西条商工会議所 東予支所会館２階会議室

愛媛県西条市周布

県・保健所

市 町

役員・職員

３名

５名

名

中 予

令和６年７月５日 金 ～

公社 愛媛県浄化槽協会 別館２階大会議室

愛媛県松山市辻町

県・保健所

市 町

役員・職員

３名

８名

８名

南 予

令和６年７月３日 水 ～

卯之町駅前総合施設 ゆるりあん ２階多目的室Ｂ

愛媛県西予市宇和町卯之町 丁目 −

県・保健所

市 町

役員・職員

２名

名

８名

【議 題】

１．令和５年度補助浄化槽の７条、 条の検査結果について

２．令和６年度補助浄化槽の 条検査実施計画について

３．令和５年度浄化槽機能保証登録状況について

４． 条検査未受検者に対する指導について

５．その他について

①浄化槽電子台帳整備に係る電子月報の提出状況について

【説明要旨】

１．令和５年度補助浄化槽の７条、 条の検査結果について

令和５年度 補助浄化槽法定検査実施状況について、設置整備事業及び公共浄化槽等整備推進

事業での検査判定及び指摘事項の内容等について報告を行った。

２．令和６年度補助浄化槽の 条検査実施計画について

条検査の対象浄化槽（個人設置型、市町設置型）の対象基数から、実施計画、実施方法の詳

細等、行政への報告の一連の流れについて説明を行った。

第 回 浄化槽業務推進連絡会を開催

令和 年 月 日 検査だより
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３．令和５年度浄化槽機能保証登録状況について

補助浄化槽（設置整備事業・公共浄化槽等整備推進事業）については、 ％に近い数の浄化槽

機能保証登録を申請していただいているが、補助浄化槽以外については申請がなされていない。

特に権限移譲市町については、補助浄化槽以外についても、申請してもらえるよう積極的に働

きかけて欲しい。

※浄化槽機能保証制度のメリットを説明し、積極的な活用を要望した。

４． 条未受検者に対する指導について

未受検者指導について、業務フロー並びに指導状況について説明を行った。

５．その他について

①浄化槽電子台帳整備に係る電子月報の提出状況について

令和５年度の電子月報提出状況を報告した。

【主な質疑応答】

（質問）未受検者指導は、行政指導の後、協会からの案内に移行するために１度リセットがかかる

ので良かったが、今回、電子月報の整備に伴い、今後は行政指導の対象を追加していく方

針であるようなので未受検者から様々な質問が寄せられるのではないかと感じている。

（回答）未受検者に対する受検勧奨は、民間業者や協会では限界があることから、行政の力が必要

であることから、今後も協力をお願いする。

（質問） 条検査の未受検者指導を行っているが、借主から大家に共益費を支払っている場合、大

家に対して未受検者指導を行うか判断が難しい。

（回答）実際に大家と借主の関係には立ち入るのは難しいが、対応としては可能であれば管理者変

更報告書を提出していただく、もしくは、当協会に連絡していただければ、未受検者リス

トの発送先を変更することは可能である。

中予地区会場の様子 南予地区会場の様子

令和 年 月 日 検査だより
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宇和島支部

月 日 日 鬼北町のイベント「でちこんか」 鬼北町役場裏 奈良川河川敷 に参加。

展示パネルの設置、パンンフレットの配布をすることで普及啓発活動を行った。

大洲喜多支部②

月 日 土 「肱川クリーンフェスタ」 肱川緑地公園 に参加。

展示パネルの設置、子供向けクイズ、市役所作成のパンフレット配布等を実施。

八幡浜支部

月 日 日 「第 回やわたはま産業まつり」 道の駅 八幡浜みなっと に参加。

展示パネルの設置、災害用トイレの展示等を実施。

浄化槽普及啓発活動を実施
～５支部が市町のイベント等にて実施～

令和 年 月 日 支部の活動報告
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四国中央支部

月 日 日 「第 回四国中央市産業祭」 伊予三島運動公園市民体育館 に参加。

合併処理浄化槽のカットモデル展示、パンフレット配布等を実施。

松山支部

月 日 木 「第 回浄化槽実態調査」 松山市吉藤４丁目

調査員が調査地域内の全戸を訪問し浄化槽の設置状況や維持管理状況を調査した。

令和 年 月 日 支部の活動報告
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令和６年度事業計画に基づき、会長、支部長及び支部役員が県下 市８町（上島町は汚水処理人口

普及率が ％のため、要請活動は実施していない）を訪問し、各市町の「生活排水処理基本計画」

を把握し、下水道から浄化槽への見直しについて要請を行うとともに、次の事項について要望を行っ

た。

① 既設単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進

② 単独転換に伴う宅内配管工事費の助成

③ 無管理浄化槽の解消及び適正な施工・維持管理の推進

④ 浄化槽整備事業の更なる活用

⑤ 浄化槽維持管理費に対する助成制度の創設

※①、⑤については該当市町のみ

実施日・対応者等

市

町

訪問日 訪問者

（役員）
要 請 結 果

応対者

四
国
中
央
市

２月 日 木 ～

篠原 市長

尾﨑 市民部 部長

渡邊 生活環境課 課長

尾脇 生活環境課 課長補佐

加藤 会長

喜井 支部長

三好 副支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①②③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽について利用状況を確認し、転

換について検討していきたい。

・宅内配管工事費の補助については前向きに検討していき

たい。

・その他要望いただいた項目についても、調査し検討してい

きたい。

新
居
浜
市

１月 日 金 ～

古川 市長

近藤 市民環境部 局長

青野 市民環境部 課長

田坂 廃棄物対策課 主任

加藤 会長

青木 支部長

天野 副支部長

石水 副支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については精査し転換を進め

ていきたい。

・下水道の拡大はこれ以上見込めないことから、合併処理浄

化槽の普及率を上げていきたい。

・今後も広報誌を通じて普及促進していきたい。

西
条
市

２月 日 水 ～

高橋 市長

難波江 環境部 部長

松木 環境部 副部長

安藤 衛生課 副課長

加藤 会長

工藤 支部長

佐伯 副支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については利用状況及び今後

の利用計画を確認し、転換について検討していきたい。

・公共下水道の整備予定面積の縮小を実施したことから、今

後は浄化槽を普及していきたい。

・今年度、維持管理費の増額を行ったが、今後も下水道使用

者との不公平感を軽減していきたい。

今
治
市

月 日 月 ～

徳永 市長

土居 副市長

八木 市民環境部 部長

村上 環境政策課 課長

青野 環境政策課 課長補佐

加藤 会長

寺井 支部長

櫻井 副支部長

青野 副支部長

篠宮 会計理事

越智 施工部会長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽が数多く残存していることか

ら転換促進については協会と協力し進めていきたい。

・維持管理の強化についてはこれまで同様推進していきた

い。

・浄化槽維持管理費に対する補助金の上乗せについては前

向きに検討していきたい。

・少人数高齢世帯に対する維持管理費負担軽減事業につい

て前向きに検討していきたい。

自治体への要請訪問を実施
～ 市町への要請訪問を実施～

令和 年 月 日 支部の活動報告
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市

町

訪問日 訪問者

（役員）
要 請 結 果

応対者

松
山
市

月 日 火 ～

松本 環境部 部長

柳本 環境部 副部長

重見 環境指導課 課長

大西 環境指導課 主幹

友近 環境指導課 副主幹

加藤 会長

松下 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については調査を行い、転換に

ついて検討していきたい。

・維持管理の強化についてはこれまで同様推進していきた

い。

・少人数高齢者世帯に対する維持管理費負担軽減事業につ

いては人件費等の問題があるが、検討していきたい。

東
温
市

月 日 火 ～

林 市民福祉部 部長

大北 環境保全課 課長

森 環境保全課 課長補佐

和田 環境保全課 係長

渡部 環境保全課 主任主事

加藤 会長

松下 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については調査を行い、転換に

ついて検討していきたい。

・合併処理浄化槽への転換については広報、 、 等を通

じ今後も市民に対して周知していきたい。

・少人数高齢者世帯に対する維持管理費負担軽減事業につ

いては研究を行い検討していきたい。

伊
予
市

月 日 月 ～

三谷 産業建設部 部長

長岡 上下水道課 課長

髙井 上下水道課 課長補佐

山田 上下水道課 係長

加藤 会長

松下 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①②③④⑤

要請結果

・宅内配管工事費の補助については以前検討を行ったが財

源の問題から進まなかった。しかし、改めて研究調査を行

い検討していきたい。

・市民の公平性を担保できるよう各補助金についても検討

していきたい。

松
前
町

月 日 金 ～

田中 町長

渡辺 町民課 課長

日野 町民課 課長補佐

加藤 会長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については施設の担当課に指

示し、転換について検討していきたい。

・松前町では下水道推進ではなく合併処理浄化槽の推進を

考えている。

砥
部
町

月 日 火 ～

土居 町民課 課長

林 町民課 専門員兼係長

小松 町民課 主事

加藤 会長

松下 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・単独処理浄化槽及びくみ取り便所を設置している世帯に

対して 等による合併処理浄化槽への転換推進を検討し

ているが、町は全世帯を把握できていないことから業者

と協力し進めていきたい。

久
万
高
原
町

月 日 金 ～

河野 町長

猪上 建設課 課長

岡山 建設課 課長補佐

清水 建設課 主査

加藤 会長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①②③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽は、施設の担当課に指示し調査

を行い転換について検討していきたい。

・久万高原町では公共浄化槽であることから下水道使用者

との維持管理費の不公平感は少ないと考えている。

・その他要望いただいた項目についても担当課に指示し、調

査し検討していきたい。

大
洲
市

月 日 金 ～

徳永 副市長

河野 環境商工部 部長

河野 環境生活課 課長

泉 環境生活課 係長

加藤 会長

大塚 支部長

藤岡 副支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については、精査し転換につい

て検討していきたい。なお、市では「持続可能な街作り」

をスローガンとしていることから合併処理浄化槽への転

換を促進していきたい。

・公共下水道と合併処理浄化槽の維持費の格差がなくなれ

ば、浄化槽が普及し補助も進むのではいか。

令和 年 月 日 支部の活動報告
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市

町

訪問日 訪問者

（役員）
要 請 結 果

応対者

内
子
町

１月 日 月 ～

亀内 建設デザイン課 課長

稲田 上下水道対策班 班長

加藤 会長

大塚 支部長

藤岡 副支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽について精査し転換を進めて

いきたい。

・少人数高齢世帯に対する維持管理費負担軽減事業につい

て、体制等を踏まえ検討していきたい。

八
幡
浜
市

月 日 月 ～

大城 市長

菊池 副市長

垣内 産業建設 部長

菊池 下水道課 課長

大西 下水道課 係長

加藤 会長

福田 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①②③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽について精査し転換を進めて

いきたい。

・八幡浜市では早くから公共下水道整備を進めており、公共

下水道が整備されていない地域や山間部等には合併処理

浄化槽を推進していきたい。

・宅内配管工事費の補助は考えていない。

伊
方
町

月９日 水 ～

高門 町長

畑中 広報秘書係

加藤 会長

福田 支部長

村上 副支部長

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽について精査し転換を進めて

いきたい。

・公共下水道の維持費も費用がかさむため、合併処理浄化槽

の転換を推進していきたい。

西
予
市

月 日 月 ～

管家 市長

酒井 副市長

三瀬 建設部 部長

紙崎 上下水道課 課長

加藤 会長

清家 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽の設置基数が多いため使用状

況等を確認し、順次合併処理浄化槽への転換を促進して

いきたい。

・少人数高齢世帯に対する維持管理費負担軽減事業につい

て、審査方法や申請方法が簡易なものであれば高齢者の

負担も軽減されるのではないか。

宇
和
島
市

１月 日 月 ～

岡原 市長

高瀬 都市整備課 課長補佐

越智 都市整備課 係長

加藤 会長

岩村 支部長

有間 顧問

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については調査し時期をみて

合併処理浄化槽に転換していきたい。

・市民に対して広報誌を通じて浄化槽設置補助金について

周知し、転換促進に繋げていきたい。

鬼
北
町

１月 日 木 ～

兵頭 町長

森 環境保全課 課長

近藤 環境保全課 課長補佐

兵頭 環境保全課 主事

加藤 会長

岩村 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①②③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽については使用頻度の高い施

設から転換を進めていきたい。

・各補助金については市民の不公平感が生じないよう慎重

に検討していきたい。

松
野
町

１月 日 木 ～

坂本 町長

金谷 建設環境課 課長補佐

加藤 会長

岩村 支部長

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽について精査し転換を進めて

いきたい。

・少子高齢化で設置基数が少ないが、転換促進の啓発を継続

し実施していきたい。

・各補助金については料金バランスを考えながら検討して

いきたい。

愛
南
町

１月 日 木 ～

中村 町長

山本 環境衛生課 課長

小笠原 環境衛生課 課長補佐

加藤 会長

岩村 支部長

高橋 理事 支部

内田 専務理事

森山 常務理事

要請活動：①③④⑤

要請結果

・公共施設の単独処理浄化槽について精査し転換を進めて

いきたい。

・汚水処理人口普及率については徐々に上がっており今年

度 ％を超えた、今後も普及率を上げていきたい。

・各補助金については料金バランスを考えながら検討して

いきたい。

令和 年 月 日 支部の活動報告
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西予支部

月３日 木 西予市卯之町駅前複合施設「ゆるりあん」 出席者 名

研修内容 「検査業務中の危険及び対処方法」について

松山支部

月 日 火 松山市総合コミュニティセンター 出席者 名

研修内容 ① 「愛媛県災害廃棄物処理計画」について

② 「ＸＨ型、ＤＣＸ型、ＤＣＸ 型、大型浄化槽の維持管理」について

今治支部

月 日 金 今治市総合福祉センター 出席者 名

研修内容 ① 「検査業務中の危険及び対処方法」について

② 「ボウフラの混入がＢＯＤに与える影響」について

支部実施研修会を開催

令和 年 月 日 支部の活動報告
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令和 年 月 日 支部の活動報告

新居浜支部
２月 日 火 新居浜ウイメンズプラザ 出席者 名
研修内容 「㈱鶴見製作所 水中ポンプ研修会」について

西条支部
２月４日 火 西条商工会議所 東予支所会館 出席者 名
研修内容 「新型浄化槽ダイキアクシス浄化槽Ｘ 型の取扱」について

宇和島支部
月 日 水 きさいや広場 市民ギャラリー 出席者 名

研修内容 「保守点検・清掃における専門知識、災害時の対処方法」について

八幡浜支部
月 日 金 八幡浜市保内庁舎 ３階 大会議室 出席者 名

研修内容 ① 「浄化槽汚泥処理施設一楽園の施設内見学」について
② 「建物の増改築、用途変更に伴う浄化槽設置の注意点」について
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第 回通常総会の開催予定について

第 回（令和７年度）通常総会を下記のとおり開催予定としております。

日 時 令和７年５月 日（金）

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル松山 南館

松山市一番町３丁目２―１ （ ）

令和６年 月９日（土）に、香川県坂出市の林田運動公園に於いて、第 回浄化槽法指定検査機

関四国地区協議会親睦ソフトボール大会が開催されました。

この大会は、四国各県の指定検査機関の親睦事業として平成 年度から始まり、愛媛県は過去３回

優勝しています。去年は、高知県と激闘の末「準優勝」となり悔し涙を流しました。今年は悔しい気

持ちを胸に試合に臨みましたが、結果「第３位」となりました。

活躍した選手に贈られる優秀選手賞を「愛媛の大谷」こと河野 朔音さんが授与され、敢闘賞を「愛

媛の秘密兵器」こと角田 有さんと曽根 康之介さんがそれぞれ受賞しました。試合の後は場所を坂

出グランドホテルへ移し、四国４県合同の懇親会をしました。初めて参加する職員も、他県の職員と

親睦が深められたのではないでしょうか。

勝敗 得失点差 差 順位

高知 ３勝０敗 ＋ １位

香川 ２勝１敗 ＋ ２位

愛媛 １勝２敗 － ３位

徳島 ０勝３敗 － ４位

【大会結果】

愛媛県浄化槽協会選手一同

令和 年 月 日 お知らせコーナー

浄化槽法指定検査機関四国地区協議会親睦ソフトボール大会に参加
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新入社員の紹介！ 
令和６年度に入社した新しい仲間達です。 

皆さま今後ともよろしくお願いいたします。 

 

令和６年 11月より総務部業務課業務係に配属となりました本宮 広夢

と申します。私は入職するまで浄化槽についてあまり馴染みがなく、身近

な存在でもありませんでした。しかしながら、日々の業務を通じて少しず

つ浄化槽の意義を学ぶうち、下水道の通っていない地域で生活汚水を処

理する重要な設備であり、その近隣地域の河川の生態系を守るものであ

ることを知りました。 

趣味は映画鑑賞、キャンプ、旅行、湯巡り、ツーリングなど多岐にわた

ります。特に映画については 1980 年代から 2000 年代初頭の洋画が大好

きで、時間がある時は同じ映画を何回も観返したりします。長期休暇の際

はよくキャンプをしに森へ行き、自然と一体となることで心身を癒しま

すが、一番の癒しは自宅で飼っている二羽のインコと一緒に戯れること

です。 

これから様々な場面にて皆様へご迷惑をおかけすることになるかと存

じますが、当協会の職員として一所懸命、職務に取り組みますので何卒よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和７年１月より検査部管理課水質検査係に配属となりました島津 

佳紀と申します。浄化槽協会での業務は初めてのことが多いので、皆様に

助けていただきながら日々様々な仕事を学んでおります。 

 出身は愛媛県ですが、小学１年生までは高知県の中村に住んでおりま

した。趣味は、イラストを描くことです。イラストは、主にオリジナルの

漫画を描きます。大学時代には漫画研究部に所属しており、サークルのメ

ンバーと漫画について語り合い、漫画力の向上に努めていました。しかし、

自分の構想を漫画に再現するにはまだ実力が足りていないので、これか

らも漫画の技術を磨いていきたいと考えています。まだ至らない点が多

く、皆様にはご迷惑をおかけすることが多々あると思いますが、毎日の学

びを積み重ねて、一人前の

職員として皆様のお役に

立てるように頑張ります。

今後ともご指導、ご鞭撻の

ほどをよろしくお願いい

たします。 
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